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【評価指標】
＜成果指標＞　＜努力指標＞

＜満足度指標＞

【評価の根拠】
達成度判断基準

取組状況
評
価

学校関係者評価者による意見 今後の改善策

①【組織的な教育活動の推進】
主任を中心にPDCAサイクルを
機能させ、互いに連携した組織
的な教育活動を推進する。

教
頭

【努力指標】
主任等を中心にPDCAサイクルを
機能させ、互いに連携した組織的
な教育活動を推進している。

【教職員アンケート】
「学校経営ビジョン具現化のため
の各自の役割を認識し、組織的に
取り組み、定期的な検証がなされ
ている」と答えた教職員の割合
Ａ　９０％以上
Ｂ　８０～９０％
Ｃ　７０～８０％
Ｄ　７０％未満

②【危機管理体制の徹底】
危機管理体制を整え、予防を含
めた取組、迅速で適切に対処す
る。

教
頭

【努力指標】
児童の安全・安心に関して、アン
テナを高くし、組織的に迅速、適切
に対処している。

【教職員アンケート】
「児童の安全・安心に関して、アン
テナを高くし、速やかに報連相を
行い、組織的に迅速、適切に対処
している」と答えた教員の割合
Ａ　９０％以上
Ｂ　８０～９０％
Ｃ　７０～８０％
Ｄ　７０％未満

③【働き方改革の推進】
タイムマネジメントの意識を高
め、教職員の専門性を生かし、
業務改善の取組を推進する。

教
頭

【努力指標】【成果指標】
教科担任制、行事や会議の精選・
統合化、ICTの効果的活用、スキ
ルの共有、業務の平準化に向け
た取組等を行い、業務全体のスリ
ム化を図ることで、時間外勤務時
間の短縮を目指す。教職員一人
一人がタイムマネジメントの意識を
持ち、見通しを持って業務を行って
いる。時間外勤務時間も前年度同
時期に比べ減少し効果が現れて
いる。

【①教職員アンケート】
【②勤務時間調査】
①「自身は、タイムマネジメントの
意識を持ち、見通しを持って業務
に取り組んでいる」と答えた教職
員の割合
Ａ　①９０％以上かつ②の時間外
勤務平均が前年度同時期に比べ
減少
Ｂ　①８０～９０％
Ｃ　①７０～８０％
Ｄ　①７０％未満

①【学力向上に向けての体制確
立】
学力向上プランを有効的に活用
し、基礎基本の定着と活用力の
向上を図る。

教
務

【成果指標】
学期末漢字・計算テスト、重点を
おいた単元での単元テスト（算）で
の平均点が９０点を超えている。

【３つの検証結果の組合わせ】
①学期末漢字テスト②計算テスト
③重点単元テストの３つで、平均
点で９０点を超えた学級数を以下
の基準で評価し、その組み合わせ
でもって総合評価とした学級数
Ａ 　１２学級
Ｂ　 ８～１１学級
Ｃ　 ６～７学級
Ｄ 　６学級未満

②【湯野小スタイルの深化】
「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向け、学校研究に基づい
た湯野小スタイルの授業実践に
努める。

研
究

【努力指標】
「主体的・対話的で深い学び」の実
現に向け、湯野小授業スタイルを
具現化した授業づくりに取り組ん
でいる。

【児童アンケート】
児童アンケートで以下の項目で肯
定的に解答した児童の割合
Ａ 　９０％以上
Ｂ　 ８０～８９％
Ｃ　 ７０～７９％
Ｄ 　７０％未満
知:練習問題を解くことができてい
る。
思:自分の考えを図や言葉や式で
書いたり話したりする。
学:分からなくても友達や先生の話
を聞いてがんばった。

③【GIGAスクール構想推進】
学習場面における効果的なICT
活用に取り組み、GIGAスクール
構想を推進する。

G
I
G
A
推
進
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【努力指標】
児童の目標達成に向けた効果的
なICT機器を活用した学習活動を
よく行っている。

【能美市教員質問紙調査】
児童がICT機器を活用する学習活
動(効果的な活用)を取り入れた指
導をしているとした割合
Ａ　９０％以上
Ｂ　８０～８９％
Ｃ　７０～７９％
Ｄ　７０％未満

①【不登校・いじめ対応】
児童理解や指導・支援の情報を
共有し、全教職員で組織的な対
応をとり、不登校やいじめの未
然防止、早期対応に努める。

生
徒
指
導

【満足度指標】
安心安全な学校生活を送り、90％
以上の児童が学校生活が楽しい
と感じている。
学級に児童の居場所があり、一人
ひとりが学級生活に満足してい
る。

【児童アンケート・QUｱﾝｹｰﾄ】
「学校が楽しい」に「当てはまる＋
まあまあ当てはまる」と答える児童
の割合
Ａ　９５％以上
Ｂ　８５～９４％
Ｃ　７０～８４％
Ｄ　７０％未満
QUｱﾝｹｰﾄで満足群に属する児童
の割合
Ａ　７０％以上
Ｂ　５0～６９％
Ｃ　４０～４９％
Ｄ　４０％未満

②【主体的に行動する児童会、
学級会活動】
授業や学級活動、児童会活動等
で、生徒指導の３機能を生かし、
自己有用観や温かい人間関係
を育む。
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【努力指標】
クラス会議・学級活動・児童会活
動に自分から進んで取り組み、楽
しむことができる。

【児童アンケート】
「クラス会議や学級活動、・学年や
学級行事などに取り組むのは楽し
い」に「当てはまる＋まあまあ当て
はまる」答える児童の割合
Ａ　９０％以上
Ｂ　８９～８９％
Ｃ　６０～７９％
Ｄ　６０％未満

①【体力づくり】
児童が主体的に取り組む体力づ
くりや体育的行事の工夫・実施
に努める。 保

健
主
事

【成果指標】
シャトルランと上体起こしの回数を
全学級で１学期の記録より３学期
の記録が５回以上上回ることがで
きる。

【体力ｱｯﾌﾟ取組】
目標を達成できた３年生以上のク
ラスが
A　８学級以上
B　６学級以上
C　４学級以上
D　３学級以下

②【自己管理能力の育成】
感染症対策への意識を高め、自
己管理能力を育成する。 保

健
主
事

【成果指標】
健康指導部や児童保健委員会を
中心に呼びかけを行い、感染症対
策を意識した生活を送ることがで
きる。

【児童アンケート・保護者アンケー
ト】
「感染症対策を意識して学校生活
を送っている」とした割合
Ａ　９0％以上
Ｂ　８0～９0％
Ｃ　７0～８0％
Ｄ　７0％未満

①【ふるさと教育の推進】
コミュニティスクールを推進し、地
域との連携・協働を図る。

教
頭

【努力指標】
地域人材を活用した教科、学活、
総合的な学習などの授業を行い、
特色ある教育や専門的な指導を
推進している。

【教員アンケート】
「地域人材を活用した授業を行う
ことによって、児童の学習活動が
充実した」と回答した教師の割合
Ａ　９０％以上
Ｂ　８０～９０％
Ｃ　７０～８０％
Ｄ　７０％未満

②【ふるさと教育の推進】
湯野っ子プランをもとに、地域の
自然や文化、人材をいかしたふ
るさと教育を推進する。

教
務

【努力指標】
ふるさとの人、もの、コトとの関る
学習の機会を持ち、ふりかえりを
交流し合うことで、地域を大切に思
う心情を育む教育を推進してい
る。

【児童アンケート】
学校評価のアンケート「能美市や
自分の住む町のことやよさについ
て知っている」に対して肯定的に
答えた児童の割合
Ａ　９０％以上
Ｂ　８０～８９％
Ｃ　７０～７９％
Ｄ　７０％未満
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